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は じめ に

　船尾 形 状を左右非対称 とす る こ とに よ り、プロ ペ ラ面 内 に

プ R ペ ラ 回転 とは逆方向の 回 転流を生じさ せ、こ れ を プロ ペ

ラ が 利用 する こ と に よ り、プロ ペ ラ 後流 に 流れ 去 る回 転エ ネ

ル ギ
ーを 回収し、推進効率の 向上 を図り得 る こ とは従来より

よ く 知 られ て い る。特 に 中 高速 船に お い て、い わ ゆ る S 字型

に船 尾端 を ひね る こ と に よっ て 大幅な馬 力減 少が 図れた こと

が G．Co ［IatzD に よっ て 示されて い る 。

　当社は 、肥 大 船に も 適用 し 得 る 今 まで に な い 特 殊 な 形 状 の

非 対称 船尾 を 考案 し、昭和 6E年度 にお い て 、財 団法人 日本造

船振興 財団 （会 長 笹川良一氏 ）の 技術 開発 基 金 によ る補助金

を 頂き、そ の 水槽 試 験を 実施 し、最 適形 状 を 見 い だす こ とが

で き た 。 併 せ て、回 転 流 を 利 用 する 船型 に 対する 自航試 験解

析及 び実船馬 力換算の
一

手法を確立する こ とがで きた 。

船型設計及び水槽試験

　 対 象船 型 と して は、肥大 船 ・やせ 型 船 各 1隻 と し、DW80

型 タ ン カ
ー

と 2，500TEU コ ンテ ナ 船を 想 定 した 。 各 船 の主

要目を表 1に示 す。各船に対する最 適の非対称船尾 形状を見

い だ す た め 、タ ン カ
ー

に つ い て は 4 種類、コ ン テ ナ船 に つ い

て は 3 種類の 船型 を設 計 した 。 船尾 形 状の 概要 を 図 1及 び 図

2 に示すが 、 いわゆる変形 S 字型及び0字型 の船尾端形状を

持 っ て い る 。 C 字型 は 、と くに 肥 大船 に 特 有 の ビル ジ渦 の う

ち、右 舷側の もの を プ ロ ペ ラ 円内 に 導き、プ ロ ペ ラ 回 りに左

回 りの 回転流 を 形成する こ と を狙 っ た船型 で ある 。
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表 1　 対象船の 主 要 目
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　水槽 試験 は、母 型 （対 称 船尾 ） を龠 む 全船 型 につ い て 抵抗

試験
・
自航試験 ・伴流分布計測及 び流 線観 察 を 行 っ た 。 A3 、

B1 船型 につ い て は、左回 りプロ ペ ラ に よ り自航 試 験 も実 施

した 。 図3 に 伴流分布の
一

例 を 示す 。
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図一3　伴 流分布 （A3 船型 ）

自航試験解析及び実船馬力換算法

　非対 称 船尾 の よ うに プ ロ ペ ラ面 内 に お け る
一方向 の 回 転 流

れ 成分 が 顕著 な 船型 におい て は、対称船型相当の流れに 回転

流が加 わ っ たも の と 考 え、前者 に は 従来ど う りの 方 法 を適 用

し、後者に 新た な考慮を加 え る の が妥 当と考 え られ る。

　今回適用 した 解析 方法の 基本 フ ロ
ーを 図 4 に示す。
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図一1　 肥 大 船 の 船 尾 端 形状 及 び プ ロ フ ィ ル
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図
一2 　やせ 型 船の 船尾 端形状及 び プロ フ ィ ル
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研究開発結果

　 各船 型 の実 船 馬 力計 算結 果 を表 2 に示 す。タ ンカー船 型 に

お い て、満載 で 3．5％、バ ラス ト状 態 に て7．5％ もの 省 エ ネ 効

果 を もつ 0 字 型 非対 称 船尾 を見 い だす こ と に成 功 した。図 3

の 伴 流分 布 を見 ても ビ ル ジ 渦が 効 果 的 に プ ロ ペ ラ 円 に導 入 さ

れ て いる こ とが示さ れ て い る 。

　
一
方、コ ンテ ナ船型は、肥 大船で効果のあ っ た0 字型はあ

ま り効 果 が な く、逆 に 肥 大船で あま り効果の な か っ た S 字型

非対 称船尾 の方がよ い 結果 を与え て い る が、省エ ネ効果 は小

さ く、さ らに 研究を進める必要がある 。

　 今 後 こ の 研究 成果 を 踏ま え 、設 計 ・研 究 を すす め、早 期 の

実船実現 を図っ てゆ きたいと考え る 。

　 終 りに、本研 究の遂 行 に 当たっ て、技術開発基金に よる 貴

重 な 研究 資 金を 補 助頂 き ま した財 日本 造 船 振興 財 団を 初め、

  大 島造 船所、飼日本造船技術セ ンタ
ー

の こ 協力を得 ま した 。

関 係各位 に対 し、深甚な る謝意を表する次 第です。
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図一4 　 自航要素解析法
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　　　　　　　　　 表2 　プロ ペラ 設計及び実船換算結果
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